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○概況

りそなホールディングス 市場企画部

5月の非農業部門雇用者数、前月比+7.5万人と市場予想を下回り、
3、4月分も前月から下方修正と軟調

今回の内容をもって雇用情勢が明確な下向きトレンドに入ったと判断する
のは早計

 非農業部門雇用者数は前月比+7.5万人と市場予想（+17.5万人）を
下回った。4月分が+26.3万人から+22.4万人へ、3月分は+18.9万人
から+15.3万人へと下方修正された。

 失業者数が589万人（4月582万人）と微増、失業率3.6％、労働参加
率は62.8％は前月から横這いで、家計調査の内容には大きな変化はなし。

 週平均労働時間は34.4時間（4月34.4時間）。平均時給は27.83ドル
で、前月比では+0.2％（4月+0.2％）。前年比は+3.1％（4月
+3.2％）と伸びが鈍化。

 雇用者数は、市場予想を下回り過去2か月分も下方修正と軟調な内容。た
だし雇用統計は振れのある指標で、3か月移動平均でみると＋15.1万人と
過去5年のレンジ内下限。ISM指数の雇用指標は良好で、今月の軟調な
結果により明確に雇用情勢が下向きトレンドに入ったと判断するには早計。
利下げ判断においては、雇用統計の翌月以降の動きや米中貿易摩擦の今
後の展開を確認する必要があるだろう。

【非農業部門雇用者数と失業率】

【非農業部門雇用者 主要業種(前月差)】

【平均時給と労働時間の推移】

（米国5月雇用統計）
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雇用減、失業率上昇

雇用増、失業率低下

前月差、万人 19/1 19/2 19/3 19/4 19/5

建設 5.6 -2.3 1.5 3.0 0.4

耐久財製造 1.9 0.5 -0.6 0.2 0.4

非耐久財製造 -0.2 0.3 0.3 0.3 -0.1

製造業小計 1.7 0.8 -0.3 0.5 0.3

教育・医療 6.8 1.9 7.2 7.3 2.7

金融 0.6 0.5 1.1 1.3 0.2

娯楽 9.3 -0.1 3.2 1.7 2.6

専門サービス 0.5 5.4 1.9 6.2 3.3

うち人材派遣 -2.6 0.7 -1.1 1.0 0.5

卸売 0.8 1.3 0.0 1.1 0.7

小売 0.9 -1.4 -1.5 -1.4 -0.8

運輸 3.0 -0.6 -0.3 0.7 -0.0

サービス業小計 21.7 6.5 14.0 17.0 8.2

民間部門計 29.7 4.6 15.3 20.5 9.0

政府部門 1.5 1.0 0.0 1.9 -1.5

非農業雇用者 31.2 5.6 15.3 22.4 7.5


